
１．開催日   平成２５年８月２１日（水） 

 

２．開催場所  株式会社ニューメディア大会議室 

 

３．委員出席   

委員総数       ６名 

出席委員       ３名 

出席委員       齋藤榮助、小川正昭、金子信子 

   欠席委員       白岩 聡、鈴木清隆、羽生田美穂 

   放送事業者側出席者  中川宏生（米沢センター長） 

              伊藤優子（米沢副センター長、放送部部長） 

              嶋貫 誠（米沢センター放送部係長） 

              川島智子（CCS スタジオ営業部長） 

              金 順治（CCS スタジオ係長） 

 

４．議  題   １．会社代表挨拶 

         ２．番組の試聴 

         ３．御審議 

         ４．その他 

 

５．議事の概要  １．開会 

         ２．米沢センター長挨拶 

         ３．番組の試聴 

            「こっちさござ～れ」 

              隔週月曜日午後１：３０～午後２：００ 

 午後８：００～午後８：３０ 

        隔週土曜日午後３：００～午後３：３０ 

         ４．御審議 

         ５．その他 

６．閉会 

 

６．審議内容 

 

A 委員 

・パーソナリティの井上さんが上手で聞き取りやすい。一方もう一人のパーソナリティの

江本さんの声が聞き取りにくいところがあった。 



・まちおこしに積極的な江本さんの良さをもっと引き出してもらえれば、聴いている人も

関心を持つと思う。 

・一般的にラジオを聴く機会が少ない傾向にあると思うので、再放送を増やして欲しい。

いい番組は何度でも再放送してほしい。 

 

B 委員 

・方言を使っていて親しみやすい。方言がたまにしか出てこないので、いっそ方言だけで

通してみてはどうか。 

・話の内容に関心のない人には間延びしてしまう。 

・まちづくりに関心のある若者対象の番組なら、若者が聴きやすい時間帯に放送した方が

良いと思う。 

 

C 委員 

・まちづくりに取り組む若い人たちの生き生きとした意見が聞ける貴重な場になっている。

定期的に同じ団体をゲストで呼べば、ラジオで話す事に慣れて、より良い情報が発信でき

るのではないか。 

・コミュニティーＦＭの番組で興味を引くのは、狭く深い情報だと思うので、川西町の情

報だけに特化した、深く掘り下げた番組にすればいいと思う。そして、他の市町でもそれ

ぞれ、そういう番組があればいいのではないか。 

・聞き逃した人のために、何回か分をダイジェストにまとめて一挙放送しても良いと思う。 

 

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

難聴地帯の改善について 

・現在南陽市に中継局を準備中 

 

パーソナリティの良さを引き出す点について 

・番組内にパーソナリティ江本さんのミニコーナーを作り、江本さんならではの独特な視

点でまちづくりなどについて話してもらう。 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

   平成２５年８月２９日（木）、自社ホームページに掲載 

   平成２５年８月２９日（木）、ＦＭ生放送で公表 

 

９．次回の番組審議会開催予定 

次回は平成２５年１０月１６日（水）に開催予定。 

   ※平成２５年９月は休会。   


